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〔４.２制作〕

開 催 趣 旨

全国豊かな海づくり大会は、魚食国である日本の食卓に、安全で美味

しい水産食料を届けるため、水産資源の保護・管理と海や湖沼・河川の

環境保全の大切さを広く国民に訴えるとともに、つくり育てる漁業の

推進を通じて、明日のわが国漁業の振興と発展を図ることを目的と

して、都道府県ごとに昭和56年に第1回大会が大分県で開催されて

以来、継続して各地で開催されています。 

　近年、様々な海洋環境の変化等により、水産資源は減少傾向にあり、

資源回復は国民的な課題となっています。この対策として漁業関係者は

幼稚魚放流を中心とする栽培漁業の推進や自主的な資源管理、海岸域

の清掃、植樹運動など、さまざまな取り組みを通して、水産資源の維持

培養を図るための運動を展開しています。

推進委員会　賛助会員 ３7団体・企業等

推進委員会　会　　員 水産中央団体等 １1団体及び、日本放送協会

全 国豊かな海づくり大会の歩み
開催県 開催地 開催年月 皇室御臨席 大会会長

（衆議院議長）
テーマ

御放流魚お手渡し稚貝等
第1回 大分県

第2回 兵庫県

第3回 和歌山県

第4回 三重県

第5回 北海道

第6回 福井県

第7回 鹿児島県

第8回 茨城県

第9回 広島県

第10回 青森県

第11回 愛知県

第12回 千葉県

第13回 愛媛県

第14回 山口県

第15回 宮崎県

第16回 石川県

第17回 岩手県

第18回 徳島県

第19回 福島県

第20回 京都府

第21回 静岡県

第22回 長崎県

第23回 島根県

第24回 香川県

第25回 神奈川県

第26回 佐賀県

第27回 滋賀県

第28回 新潟県

第29回 中央大会

第30回 岐阜県

第31回 鳥取県

第32回 沖縄県

第33回 熊本県

第34回 奈良県

第35回 富山県

第36回 山形県

第37回 福岡県

第38回 高知県

第39回 秋田県

第40回 宮城県

第41回 兵庫県

第42回 北海道

第43回 大分県

鶴見町松浦漁港

香住町香住漁港

串本町串本漁港

浜島町浜島港

湧別町登栄床漁港

小浜市小浜漁港

枕崎市枕崎漁港

大洗町大洗港

安浦町グリーンピア安浦

三沢市三沢漁港

南知多町豊浜漁港

勝浦市守谷海岸

伊予市森漁港

長門市仙崎漁港

日南市油津漁港

珠州市蛸島漁港

大槌町大槌漁港

鳴門市ウチノ海総合公園

相馬市松川浦漁港

網野町八丁浜

焼津市新焼津漁港
佐世保市アルカス
西海パールシーリゾート
浜田市浜田漁港

高松市サンポート高松

横浜市みなとみらい21

佐賀市、唐津市、東与賀町
大津市びわ湖ホール
大津港
新潟市朱鷺メッセ
国立大学法人
東京海洋大学
関市文化会館
長良川河畔
鳥取市とりぎん文化会館
鳥取港西浜地区
糸満市西崎総合体育館
糸満漁港
熊本県立劇場
エコパーク水俣・熊本港・牛深漁港
大淀町文化会館あらかしホール
川上村おおたき龍神湖
射水市高周波文化ホール
海王丸パーク
酒田市民会館「希望ホール」
鼠ヶ関港
宗像ユリックス
鐘崎漁港
高知市文化プラザかるぽ～と
土佐市宇佐しおかぜ公園
秋田県立武道館
秋田港
石巻市マルホンまきあーとテラス
石巻魚市場・石巻漁港
明石市立市民会館
明石港ベランダ護岸
厚岸町厚岸漁港

S56.9.29

S57.7.27

S58.7.17

S59.10.6

S60.9.9

S61.10.6

S62.7.19

S63.10.23

H元.9.10

H2.7.22

H3.10.27

H4.11.8

H5.11.7

H6.11.20

H7.11.12

H8.9.16

H9.10.5

H10.11.15

H11.10.3

H12.10.1

H13.10.28

H14.11.17

H15.10.5

H16.10.3

H17.11.20

H18.10.29

H19.11.11

H20.9.7

H21.10.31

H22.6.13

H23.10.30

H24.11.18

H25.10.27

H26.11.16

H27.10.25

H28.9.11

H29.10.29

H30.10.28

R元.9.8

R3.10.3

R4.11.13

R5

R6

皇太子同妃両殿下

皇太子同妃両殿下

皇太子同妃両殿下

皇太子同妃両殿下

皇太子同妃両殿下

皇太子同妃両殿下

皇太子同妃両殿下

清子内親王殿下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

天皇皇后両陛下

福田　　一

福田　　一

福田　　一

福永　健司

坂田　道太

原　健三郎

原　健三郎

原　健三郎

田村　　元

櫻内　義雄

櫻内　義雄

櫻内　義雄

土井たか子

土井たか子

土井たか子

土井たか子

伊藤宗一郎

伊藤宗一郎

伊藤宗一郎

綿貫　民輔

綿貫　民輔

綿貫　民輔

綿貫　民輔

河野　洋平

河野　洋平

河野　洋平

河野　洋平

河野　洋平

横路　孝弘

横路　孝弘

横路　孝弘

横路　孝弘

伊吹　文明

伊吹　文明

大島　理森

大島　理森

大島　理森

大島　理森

大島　理森

大島　理森

そだてよう　豊かな海を　ふるさとを
マダイ、クルマエビ、ブリ、マアジ
ふるさとの　海を豊かに　美しく
マダイ、ブリ、マアジ、イシダイ
しあわせを　未来につなぐ　海づくり
マダイ、ヒラメ、ブリ
子に孫につなぐ豊かな　海づくり
マダイ、イサキ、イセエビ、アワビ
ふるさとに　根づく心で　海づくり
ニシン、サクラマス、ホッカイエビ、エゾバフンウニ、ホタテガイ、ケガニ
ふるさとの　未来を拓く　海づくり
マダイ、ヒラメ、クロダイ、クルマエビ
ふるさとに　活力招く　海づくり
マダイ、イシダイ、ヒラメ、クルマエビ
夢のある　海を築こう　育てよう
ヒラメ、スズキ、クロソイ、ハマグリ、ウバガイ、アワビ
すばらしい　未来につなぐ　海づくり
マダイ、クロダイ、マユガレイ、クロソイ、キジハタ、ヒラメ
限りない　夢を育てる　海づくり
ヒラメ、クロソイ、ホタテガイ、ウバガイ
夢拓き　未来へ贈る　海づくり
クルマエビ、クロダイ、アワビ、ウナギ、アサリ
育てよう　生命のふるさと　青い海
マダイ、スズキ、クロダイ、ヒラメ、マコガレイ、アワビ
夢・生命　きらきら輝く　海づくり
マダイ、ヒラメ、オニオコゼ、キジハタ、アワビ、サザエ、クルマエビ、アカウニ
思いやる　心が育てる　青い海
トラフグ、カサゴ、マダイ、ヒラメ、クロダイ
海きらり　ふるさときらり　夢きらり
オオニベ、ヒラメ、マダイ、アワビ、クルマエビ
つなぐ手と　輝く心で　海づくり
マダイ、クロダイ、ヒラメ
魚もぼくも　ウキウキワクワク　海づくり
マツカワ、ヒラメ、クロソイ
つくる海　まもる海から　豊かな未来
マダイ、ヒラメ、オニオコゼ
未来への　夢のかけ橋　海づくり
ヒラメ、ホシガレイ、キツネメバル
新しい　世紀につなぐ　海づくり
マダイ、アカアマダイ、ヒラメ、クロアワビ、サザエ、トリガイ
うみがすき　魚いっぱい　あおいうみ
マダイ、ヒラメ、クエ、タカアシガニ、ボタンエビ、クロアワビ
ゆめ・未来　ひらく豊かな　海づくり
トビウオ、マダイ、イサキ、カサゴ、トラフグ、アカアマダイ、アワビ、アカウニ
手をつなぎ　つくる豊かな　うみ・みらい
オニオコゼ、ヒラメ、マダイ、イワガキ、メガイアワビ、イタヤガイ、ヒオウギガイ
青い海　守る心に　豊かな未来
タケノコメバル、ヒラメ、キジハタ、オニオコゼ、クルマエビ、アカガイ、アマモ
光る海　未来を映す　大きな鏡
マコガレイ、マダイ、ホシガレイ、マナナゴ、アワビ、サザエ、アマモ
響きあう　人と海との　シンフォニー
アゲマキガイ、ノリ、ムツゴロウ、ガザミ、オニオコゼ、バフンウニ、クルマエビ、アマモ
この湖（うみ）を　守る約束　未来のために
ニゴロブナ、ホンモロコ、アユ、ワタカ、イワトコナマズ、ビワマス、セタシジミ、ヨシ
生きている　生かされている　この海に
ヒラメ、モクズガニ、クロダイ、サクラマス、クロアワビ、オニオコゼ、ホンダワラ類
まもり育てる　豊かな海は　みんなの未来
クロアワビ、マダカアワビ、フクトコブシ
清流が　つなぐ未来の　海づくり
アユ、アジメドジョウ、カジカ、アマゴ、ヤマメ、ウシモツゴ
つくろうよ　みんなが笑顔に　なれる海
ヒラメ、キジハタ、ヤマトシジミ、クロアワビ、バイ、アラメ、クロメ
まもろうよ　きせきのほしの　あおいうみ
ハマフエフキ、ヤイトハタ、ヒメジャコ、造礁サンゴ、サラサバテイ、シラヒゲウニ
育もう　生命（いのち）かがやく　故郷（ふるさと）の海
ヒラメ、カサゴ、クルマエビ、マダイ、ノリ、ニホンウナギ、イサキ
ゆたかなる 森がはぐくむ　川と海
アマゴ、アユ、フナ
海と森　つながる未来　命の輪
ヒラメ、キジハタ、クロダイ、アワビ、サクラマス、アマモ
森と川から　海へとつなぐ　生命（いのち）のリレー
ヒラメ、アワビ、サクラマス、イワナ、トラフグ、クロダイ
育もう　海 人 地域　みんなの未来
クロアワビ、ノリ、アサリ、オイカワ
森・川・海　かがやく未来へ水の旅
イサキ、イシダイ、アマゴ、ニホンウナギ、アサリ、カジメ
海づくり　つながる未来　豊かな地域
マダイ、トラフグ、ハタハタ、サクラマス、エゾアワビ、ワカメ
よみがえる　豊かな海を　輝く未来へ
ヒラメ、ホシガレイ、イワナ、マガキ、エゾアワビ、ノリ
広げよう　碧（あお）く豊かな　海づくり
マダイ、ヒラメ、キジハタ、ノリ、アユ

大会の開催状況
開 催 県
未開催県
（第41回兵庫県）
（第42回北海道）
（第43回大分県）

大会の開催状況
開 催 県
未開催県
（第41回兵庫県）
（第42回北海道）
（第43回大分県）



功績団体等に対する表彰
左記の各部門の“豊かな海づくり”の活動に永年に
わたって貢献し、その功績が顕著であった団体等に
対し、大会会長賞、農林水産大臣賞、環境大臣賞、水
産庁長官賞を授与し、全国豊かな海づくり大会式典
で表彰を行います。

栽培漁業
部門

資源管理型
漁業部門

漁場･環境
保全部門

表彰団体功績概要･作品集 
各賞の功績概要について冊子にして全
国豊かな海づくり大会参加者等に配布さ
れます。

産卵用タコツボの設置
ホシガレイの中間育成（陸上飼育）

かいぼり

大
会
の
主
な
行
事

式典行事
式典行事
大会旗入場、挨拶、歓迎のことば、天皇陛下のおことば、表彰、最優秀作文の発表、海づくりメッセージ、大会決議、大会旗引継等

主催／後援等

主　　催
豊かな海づくり大会推進委員会、
都道府県（大会実行委員会など）の
共催等で行われます。

後　　援
農林水産省　　環境省

大会会長
衆議院議長

全国豊かな海づくり大会･功績団体表彰について

豊かな海づくりの活動の内容によって、
①栽培漁業部門 ②資源管理型漁業部門 ③漁場･環境保全部門 の三部門が設けられています。 
豊かな海づくり大会推進委員会、全国豊かな海づくり大会開催県の実行委員会との共催。
表彰は毎年１回開催される全国豊かな海づくり大会式典にて行います。 
各部門の功績団体等に対して次の賞状が授与されます。（該当なしの場合もあります） 

全国豊かな海づくり大会会長賞・・・１点 　農林水産大臣賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１点 
環境大臣賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１点 　水産庁長官賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１点 

部門ごとに「選考基準」が設けられています。 
①都道府県知事からの推薦・・・１部門につき１都道府県１団体または1名とします。 
②豊かな海づくり大会推進委員会会長の推薦・・・都道府県知事の推薦に準じて団体等の推薦を行
うことができます。 

中央表彰委員会において、「選考基準」に従い表彰対象とする団体等を選定します。 
毎年定められた提出期限までに、表彰事業の事務局を努める（公社）全国豊かな海づくり推進協会
まで「推薦書」を提出します。表彰行事の実施要領、選考基準、推薦書様式については、（公社）全国
豊かな海づくり推進協会のホームページで毎年公開しています。 http://www.yutakanaumi.jp/ 

１.部　　門

２.主　　催
３.表彰期日
４.表　　彰

５.選考基準
６.募　　集

７.選　　考
８.推薦書の提出

（公社）全国豊かな海づくり推進協会
〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町９－６ 小伝馬町松村ビル６F 
全国豊かな海づくり大会  功績団体表彰行事 係 　TEL ０３（５６５１）３５０１

お問い合わせ先

海上歓迎・放流行事
放流、漁業紹介等

関連行事

写真提供：宮城県

大会関連リレー放流（10月） 海浜清掃 大会記念放流（10月） 大会記念放流（10月） 仙台エキナカイベント 海上歓迎・放流行事会場
おもてなしエリア

海上歓迎・放流行事会場
おもてなしエリア

海上歓迎

海上歓迎

放流

小学生による誓いの言葉

海上歓迎
放流行事

式典行事全景

最優秀作文の発表 大会記念放流稚魚等の御紹介海づくりメッセージ 大会決議 大会旗引継

大会旗入場 おことば 表彰

コ
ン
ク
ー
ル

絵画コンクール　習字コンクール：開催県が単独実施
小学校低学年の部、小学校高学年の部、中学校の部の３部門に開催県知事賞、教育委員会教育長賞、県漁業協同組合連合会
代表理事会長賞等を交付。

小学校低学年の部、小学校高学年の部、中学校の部、高等学校の部の４部門に、大会会長賞、農林水産大臣賞、環境大臣賞、
水産庁長官賞及び開催県知事賞を交付。応募者全員に参加賞贈呈（最優秀作文を式典の中で本人が朗読）

作文コンクール：開催県と推進委員会が共同で実施


